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　日常の臨床において小児の歯の外傷に遭遇する機会は少なくないが、患者の年齢が

低くその扱いが容易でない場合や、外傷の程度や受傷年齢の違いにより治療方法が異

なってくるなど対応が困難なときも多い。特に歯牙が脱落した時は初期の対応により

その歯牙の予後を大きく左右することになり注意が必要である。

　今回教育の現場で、日頃小児の外傷に一番最初に出会う機会の多い養護教員の先生

方に対し、小児の歯の外傷について、統計を含めた基礎的なことがらを話してみたい

と思う。

　又、現場での応急処置や医院における一般的な臨床例も供覧してみたいと思う。
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